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1. はじめに 
 インターネット通販サイトにおける商品や売
り上げデータは，「人々が何を求めているか」
を直接反映した情報である．そのため，人々の
関心やその傾向を分析するための有用な情報源
として注目されている．しかし，通販サイトが
持つ商品データのような巨大なデータ群から必
要な情報の意味的特徴を的確に抽出し，人々の
意識やその変化を包括的に分析することは容易
ではない． 
 本研究では，「潜在的意味解析」と呼ばれる
自然言語処理技法を用いることで，インターネ
ット通販サイトの商品情報から人々の意識変化
の分析が可能か，その有効性を検討する． 
 
2. 分析対象 
 本や雑誌などの出版物は，インターネット通
販サイトが扱う商品の中でも，人々の関心をよ
り反映していると考えられる．そこで本研究で
は，出版物の内容とその傾向を調べることによ
り，社会問題に対する人々の意識変化を明らか
にする． 
 分析対象とする社会問題としては，近年関心
が高まっている東日本大震災と，それに付随す
るエネルギー問題を採り上げる．出版物データ
はインターネット通販サイト AmazonのWebサ
イト[1]から取得する． 
 
3. 分析の実施 
 分析を行うために，Amazon から「東日本大
震災」や「エネルギー問題」に関連する出版物
のデータを収集し，出版年月毎に切り分ける．
次に，切り分けた出版物のタイトルおよび内容
をコーパスとして潜在的意味解析を行う．その
結果から，出版年月毎に出版物の主題や主張の
意味的特徴を抽出し，人々の意識変化を明らか
にする． 

 以下に，具体的な分析方法を述べる． 
 
3.1 データの収集 
 本研究で対象とする出版物は，洋書を除く書
籍および雑誌である．Amazon から収集するデ
ータ項目は，①ASIN（Amazon の商品 ID），②
タイトル，③出版年月，④内容（商品説明），
⑤商品カテゴリの 5項目である． 
 出版物データの収集には，Amazon が開発者
向けに提供している商品情報アクセス用の API
である Product Advertising APIを使用する．収
集のための検索キーワードは，「東日本大震災」
および「原発」である．しかし，使用する API
の制限上，キーワード検索だけでは収集できる
冊数に限りがある．そのため，Amazon の商品
レコメンデーション機能を利用し，収集した出
版物の関連商品も収集する．本分析では，この
方法によって 2197 冊の出版物データを収集した． 
 
3.2 データの整形 
 収集した出版物データを出版年月毎に切り分
ける．切り分け方としては，出版年月が 2011 年
1 月から 2012 年 12 月までの出版物は 1 ヶ月毎
に切り分け，それ以前の出版物は 1 つにまとめ
た．2011 年 1 月以降の出版年月毎の収集冊数を
図 1に示す． 
 

 
図１ 出版年月毎の収集冊数 

 
 次に，切り分けた出版物データのタイトルお
よび内容（商品説明）のテキストをそれぞれ結
合し，25 個のコーパスを生成する．そして，こ
れらのコーパスから文書-単語の共起行列（文書-
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単語行列）を生成する．生成した文書-単語行列
の概要を図 2に示す． 
 

 
図 2 文書-単語行列の概要 

 
 文書-単語行列の生成のための形態素解析には，
形態素解析エンジン MeCab[2]を用いた．その際，
ノイズとなる単語を除去するために以下の条件
を満たす単語を分析対象から除外した． 
①	 品詞が動詞または形容詞以外の単語 
②	 全コーパス中の出現回数が 2回以下の単語 
③	 すべて平仮名で 2文字以下の単語 
④	 すべて小文字アルファベットの単語 
 
3.3 潜在的意味解析による分析 
 潜在的意味解析（Latent Semantic Analysis：
以下 LSA）は，ベクトル空間モデルを利用して
コーパスを統計的に処理することで，単語の文
脈上の意味構造を抽出・表現する自然言語処理
手法である[3]． 
 LSA は，文書-単語行列を特異値分解すること
で，人手やシソーラスなどの事前知識を用いる
ことなく，単語間あるいは文書間の相関関係を
明らかにできる手法として知られている．その
ため，重要な意味を持つ単語に占める新語の割
合が大きいと想定される社会・時事問題の分析
においては，より実態に即した分析結果が期待
できる．また，分析の客観性についてもある程
度確保されると考えられる． 
 ここでは，3.2 節で生成した文書-単語行列を
LSA で分析することにより，出版年月毎に単語
の得点を求めた．この得点をもとに出版傾向と
その素となる人々の意識を分析する． 
 
4. 分析結果と考察 
 LSA による分析結果からは，東日本大震災前
と震災後でコーパスの意味的特徴に大きな変化
が観察できる．例えば，「放射能」や「核燃料
サイクル」などの単語は震災後に得点順位が上
がっている．しかし，ほとんどのエネルギー問
題関係の単語では，筆者が予想していた程の大
きな変化は見られなかった．分析結果の例とし
て，2011 年 1 月（震災前）と 2012 年 1 月（震
災後）の単語の得点の一部を表 1に示す． 

表 1 単語の得点 

 
 
 得点のリストのみでは，出版物の傾向を包括
的に分析することが難しい．したがって，現在，
単語をクラスタリングすることで，単語間の関
係や出版年月毎の推移の分析を進めている． 
 
5. 今後の課題と展望 
 データ収集の際，API の制限などが原因で十分
な量と精度の出版物データの確保が困難だった
ことが，分析結果に悪影響を及ぼしている可能
性がある．API を使わずに，売上げ上位の商品を
出版年月毎に収集するなどして，コーパスの品
質を改善する必要がある． 
 また，近年，LSA よりも精度が高いとされて
いる確率的潜在意味解析（PLSA）が提案されて
いる．PLSA を用いた場合の出版物データの分析
結果との違いも考察していきたい． 
 
6. おわりに 
 本研究では，Amazon から収集した出版物デ
ータをコーパスとして潜在的意味解析を行い，
その結果から社会問題に対する人々の意識変化
を分析した．コーパスの品質など，本研究にお
けるいくつかの課題を改善することで，より有
用な結果が得られると考えられる． 
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